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(57)【要約】
【課題】巻き芯に固定されたロール紙を用いて記録を行
う際にロール紙が巻き芯から剥がれて搬送された場合で
も、記録動作の安定性の低下を防ぐ画像記録装置を提供
する。
【解決手段】巻き芯に巻かれたロール紙を狭持して搬送
する狭持状態と２つのローラが離間した離間状態とを有
し搬送路上で記録ヘッドより搬送方向上流に位置する第
１のローラ対と、狭持状態と離間状態とを有し搬送路上
で記録ヘッドより搬送方向下流に位置する第２のローラ
対と、搬送路上で第１のローラ対より搬送方向上流にお
いて、ロール紙の終端を検出するセンサとを備える。第
２のローラ対を離間状態とし第１のローラ対を狭持状態
としてロール紙を搬送しセンサによりロール紙の終端を
検出すると、第１のローラ対を離間状態とし、第２のロ
ーラ対を狭持状態としてロール紙を搬送する。その後、
センサにより検出された終端まで、ロール紙上に記録ヘ
ッドにより記録する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巻き芯に巻かれたロール紙を搬送路上に引き出し、引き出された前記ロール紙上に記録
ヘッドにより記録する画像記録装置であって、
　２つのローラにより前記ロール紙を狭持して搬送する狭持状態と２つのローラが離間し
た離間状態とを有し、前記搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向上流に位置する第１の
ローラ対と、
　２つのローラにより前記ロール紙を狭持して搬送する狭持状態と２つのローラが離間し
た離間状態とを有し、前記搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向下流に位置する第２の
ローラ対と、
　前記搬送路上で前記第１のローラ対より搬送方向上流において、前記ロール紙の終端を
検出する検出手段と、
　前記第２のローラ対を前記離間状態とし前記第１のローラ対を前記狭持状態として前記
ロール紙を搬送し、前記検出手段により前記ロール紙の終端を検出すると、前記第１のロ
ーラ対を前記離間状態とし、前記第２のローラ対を前記狭持状態として前記ロール紙を搬
送する搬送制御手段と、
　前記検出手段により検出された前記終端まで、前記搬送制御手段により前記狭持状態と
された前記第２のローラ対により搬送される前記ロール紙上に前記記録ヘッドにより記録
する記録制御手段と
　を備えることを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　前記搬送路上で前記記録ヘッドと前記第１のローラ対との間において、前記ロール紙の
終端を検出する終端検出手段をさらに備え、
　前記終端検出手段により前記ロール紙の終端が検出されると、前記記録制御手段は、前
記記録ヘッドと前記終端検出手段との間の距離に基づき、前記検出手段により検出された
前記終端まで、前記搬送制御手段により前記狭持状態とされた前記第２のローラ対により
搬送される前記ロール紙上に前記記録ヘッドにより記録することを特徴とする請求項１に
記載の画像記録装置。
【請求項３】
　前記搬送路上に搬送されている前記ロール紙の種類に基づき、ロール紙の種類とロール
紙の終端が前記巻き芯に固定されているか否かを示す情報とが対応付けられたテーブルを
参照して、前記搬送路上に搬送されている前記ロール紙の終端が前記巻き芯に固定されて
いるか否かを判定する判定手段をさらに備え、
　前記搬送制御手段は、前記検出手段により前記ロール紙の終端が検出され、前記判定手
段により前記搬送路上に搬送されている前記ロール紙の終端が前記巻き芯に固定されてい
ると判定された場合に、前記第１のローラ対を前記離間状態とし、前記第２のローラ対を
前記狭持状態として前記ロール紙を搬送することを特徴とする請求項１又は２に記載の画
像記録装置。
【請求項４】
　前記判定手段により前記搬送路上に搬送されている前記ロール紙の終端が前記巻き芯に
固定されていると判定された場合に、前記ロール紙への記録モードが高品位モードである
か否かをユーザからの指定に基づき判定するモード判定手段をさらに備え、
　前記モード判定手段により前記ロール紙への記録モードが前記高品位モードでないと判
定された場合に、前記搬送制御手段は前記第１のローラ対を前記離間状態とし、前記第２
のローラ対を前記狭持状態として前記ロール紙を搬送し、一方、前記モード判定手段によ
り前記ロール紙への記録モードが前記高品位モードであると判定された場合に、前記記録
制御手段は前記ロール紙への記録処理を終了することを特徴とする請求項３に記載の画像
記録装置。
【請求項５】
　前記画像記録装置は、インクジェット記録装置であることを特徴とする請求項１乃至４
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のいずれか１項に記載の画像記録装置。
【請求項６】
　巻き芯に巻かれたロール紙を２つのローラにより狭持して搬送する狭持状態と２つのロ
ーラが離間した離間状態とを有し、搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向上流に位置す
る第１のローラ対と、２つのローラにより前記ロール紙を狭持して搬送する狭持状態と２
つのローラが離間した離間状態とを有し、前記搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向下
流に位置する第２のローラ対と、前記搬送路上で前記第１のローラ対より搬送方向上流に
おいて、前記ロール紙の終端を検出するセンサとを備え、前記ロール紙上に記録ヘッドに
より記録する画像記録装置において実行される搬送制御方法であって、
　前記画像記録装置の搬送制御手段が、前記第２のローラ対を前記離間状態とし前記第１
のローラ対を前記狭持状態として前記ロール紙を搬送し、前記センサにより前記ロール紙
の終端を検出すると、前記第１のローラ対を前記離間状態とし、前記第２のローラ対を前
記狭持状態として前記ロール紙を搬送する搬送制御工程と、
　前記センサにより検出された前記終端まで、前記搬送制御工程において前記狭持状態と
された前記第２のローラ対により搬送される前記ロール紙上に前記記録ヘッドにより記録
する記録制御工程と
　を有することを特徴とする搬送制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロール紙を搬送し、該ロール紙に記録する画像記録装置及びその画像記録装
置における記録媒体の搬送制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、画像記録装置、特にインクジェット記録装置は、多様な記録媒体（用紙等）
への記録が可能である。例えば、光沢紙やコート紙といった様々な記録媒体種別、Ａ４定
型サイズやＡ０定型サイズといった様々な記録媒体サイズ、カット紙やロール紙といった
複数種類の記録媒体への記録が可能である。そのような特徴を用いることで、文書や写真
といった一般的な印刷物のみでなく、ＰＯＰやポスターなどといった多様な用途に向けた
印刷物を出力することができる。
【０００３】
　特許文献１には、ロール紙とカット紙とを共通の給紙口から挿入して取り付ける構成の
画像記録装置が記載されている。そのような構成の画像記録装置においては、用紙を画像
記録装置に取り付けるのに先立って、ロール紙又はカット紙の何れの用紙を取り付けるの
かということを選択して装置に入力する。事前に画像記録装置に用紙形状を入力すること
で、給紙、記録、排紙といった各種動作において、それぞれの用紙形状に最適な用紙搬送
制御を行うことができる。
【０００４】
　用紙形状の選択の構成として特許文献２には、操作パネルに設けられた各々の用紙形状
を選択可能に構成された複数のボタンの何れかを押下する構成が記載されている。また、
特許文献３には、単一のボタンの押下時間の長さによる構成が記載されている。又は、単
一のボタンを押下する毎にトグル動作で順次選択される用紙形状が切り替わり、ＬＣＤや
ＬＥＤなどの表示によって、選択されている用紙形状を随時確認できるような構成が知ら
れている。
【０００５】
　ロール紙とカット紙とを共通の用紙搬送路から排紙する構成を有する画像記録装置が知
られている。そのような画像記録装置においては、上記のような用紙形状を選択又は判別
する構成等によって、排紙しようとする対象の用紙の用紙形状を特定して最適な排紙制御
が行われる。特許文献３には、用紙形状を判別する構成として、用紙を下流方向に搬送す
る場合に、所定搬送量以内で用紙の後端が検出されるかによって判別を行う構成が記載さ
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れている。
【０００６】
　一般的に、ロール紙は巻き芯に対して何重にも巻かれて構成されている。そのために、
記録動作を続けると巻き芯に近づき、最後には巻き芯との接点、即ちロール紙終端に達す
る。ロール紙終端の処理は、ロール紙種類によって異なり、大きく２つある。一つは、巻
き芯に対して固定されずそのままロール紙を巻きつけた構成であり、一つは、両面テープ
を用いて、巻き芯に対して数箇所、ロール紙裏面と巻き芯表面とを固定した構成である。
特許文献４には、そのような終端の処理が異なったロール紙を用いて記録する場合に、ロ
ール紙終端における巻き芯への固定有無を判別可能な場合に、直ちに記録処理の停止を行
なうことが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－３２４０５２号公報
【特許文献２】特開２００２－２３４２２２号公報
【特許文献３】特開２００１－９７５８２号公報
【特許文献４】特開２００４－１３６５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　一般的に、ロール紙終端部は両面テープを用いて接着されて固定されているが、両面テ
ープの接着力は弱く、記録媒体の搬送中に巻き芯から剥がれ、そのまま搬送路上にロール
紙が流れてしまう。ロール紙が巻き芯から剥がれて流れた場合に、そのロール紙終端部を
センサで検出し、可能であればロール紙後端限界まで記録を行なうことが理想である。
【０００９】
　しかしながら、ロール紙終端部に両面テープが付着しているので、搬送路上を流れると
、両面テープが搬送ローラに巻きついてしまい、搬送ローラを損傷してしまう原因となる
。そのような問題を解決するために記録処理及びロール紙搬送を停止することが考えられ
るが、記録処理の停止によって、搬送路上に記録未処理であるロール紙空白部分が残って
しまい、記録媒体を無駄に消費することになってしまう。
【００１０】
　本発明の目的は、このような従来の問題点を解決することにある。そこで、上記の点に
鑑み、本発明は、巻き芯に固定されたロール紙を用いて記録を行う際にロール紙が巻き芯
から剥がれて搬送された場合においても、記録動作の安定性の低下を防ぐ画像記録装置及
びその画像記録装置における記録媒体の搬送制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明に係る画像記録装置は、巻き芯に巻かれたロール紙を
搬送路上に引き出し、引き出された前記ロール紙上に記録ヘッドにより記録する画像記録
装置であって、
　２つのローラにより前記ロール紙を狭持して搬送する狭持状態と２つのローラが離間し
た離間状態とを有し、前記搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向上流に位置する第１の
ローラ対と、
　２つのローラにより前記ロール紙を狭持して搬送する狭持状態と２つのローラが離間し
た離間状態とを有し、前記搬送路上で前記記録ヘッドより搬送方向下流に位置する第２の
ローラ対と、
　前記搬送路上で前記第１のローラ対より搬送方向上流において、前記ロール紙の終端を
検出する検出手段と、
　前記第２のローラ対を前記離間状態とし前記第１のローラ対を前記狭持状態として前記
ロール紙を搬送し、前記検出手段により前記ロール紙の終端を検出すると、前記第１のロ
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ーラ対を前記離間状態とし、前記第２のローラ対を前記狭持状態として前記ロール紙を搬
送する搬送制御手段と、
　前記検出手段により検出された前記終端まで、前記搬送制御手段により前記狭持状態と
された前記第２のローラ対により搬送される前記ロール紙上に前記記録ヘッドにより記録
する記録制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、巻き芯に固定されたロール紙を用いて記録を行う際にロール紙が巻き
芯から剥がれて搬送された場合においても、記録動作の安定性の低下を防ぐことができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】画像記録システムの構成を示す図である。
【図２】画像データを処理するブロック構成を示す図である。
【図３】画像記録装置のブロック構成を示す図である。
【図４】画像記録装置の構成を示す図である。
【図５】カット紙を搬送する場合の搬送経路周辺の構成を示す図である。
【図６】ロール紙を搬送する場合の搬送経路周辺の構成を示す図である。
【図７】ロール紙を画像記録装置に装着する際に用いられるスプールを示す図である。
【図８】ロール紙の搬送処理を説明するための図である。
【図９】巻き芯にロール紙を固定する様子を示す図である。
【図１０】ロール紙の種類と、巻き芯への固定の有無との対応を示す図である。
【図１１】記録媒体の搬送制御処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図１２】記録媒体の搬送制御処理の手順の他の例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施例を詳しく説明する。尚、以下の実施例
は特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施例で説明されている特
徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。なお、同一の構成
要素には同一の参照番号を付して、説明を省略する。
【００１５】
　［実施例１］
　［画像記録システム］
　図１は、本発明に係る実施例における画像記録システムの概略構成を示すブロック図で
ある。以下、本画像記録システムにおいて用いられる画像記録装置の一例としてインクジ
ェット記録装置を説明する。しかしながら、後述する図８において説明するロール紙搬送
機構を有する画像記録装置であるならば、インクジェット記録装置でなく、熱転写方式等
他の記録方式を用いた画像記録装置であっても良い。
【００１６】
　図１に示す画像記録装置１００は、インクジェット方式により画像を記録するプリンタ
エンジン１２０を含む。プリンタエンジン１２０は、カラー記録用のプリンタエンジンで
、ＹＭＣＫの各色に対応したインクを吐出する複数の記録ヘッド（インクジェット記録ヘ
ッド）を備え、これら複数の記録ヘッドを往復走査させて記録媒体上に画像を記録する。
画像記録装置１００の構成は、図４～図６を参照して詳しく後述する。
【００１７】
　ホストコンピュータ２００は、各種アプリケーションプログラム２２０、画像記録装置
１００用のプリンタドライバ２２１等を不図示のハードディスクに記憶している。本実施
例における画像処理は、画像記録装置１００により実行されても、或いはホストコンピュ
ータ２００のプリンタドライバ２２１により実行されても良い。このプリンタドライバ２
２１は、ＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体により画像記録装置１００のメーカから提供され、ホ
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ストコンピュータ２００のハードディスクにインストールされている。そして、実行時に
ホストコンピュータ２００のＲＡＭ２２３にロードされ、ＣＰＵ２２２の制御の下に実行
される。
【００１８】
　画像記録装置１００は、プリンタドライバ２２１から送られてくる記録データを受信し
、指示された記録方法、例えばマルチパスにより、画像を記録する。尚、この画像記録装
置１００は、各走査において記録するドット位置を決定するためのマスク情報を有してお
り、このマスク情報に従って、各パスで記録するドット位置（ノズル）を決定している。
但し、このマスク情報をホストコンピュータ２００に設け、画像記録装置１００は単に受
信した記録データに基づいて記録するように構成されてもよい。
【００１９】
　図２は、本実施例におけるプリンタドライバ２２１における画像データを処理するブロ
ック構成を示す図である。図２に示す入力補正部３０１は、例えばアプリケーションプロ
グラム２２０などから入力されるＲＧＢ各８ビットで表される画像データを入力し、記録
で用いられるＣ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）それぞれ８ビットデータに
変換する。色調補正部３０２は、入力補正部３０１で補正されたＣＭＹデータに基づいて
ＣＭＹＫ（黒）データを生成して出力する。出力補正部３０３は、画像記録装置１００で
記録する際、各パスで記録される画像データの値を決定している。この場合、補正用テー
ブル１１３の補正データに基づいて、各パスで記録するデータを補正しても良い。量子化
部３０４は、出力補正部３０３から出力されるＣＭＹＫ各８ビットの画像データを、例え
ば誤差拡散法などを用いて量子化し、その量子化結果であるＣＭＹＫ各１ビットデータ（
記録データ）を出力している。
【００２０】
　図３は、画像記録装置のブロック構成を示す図である。尚、画像記録装置１００の説明
では、画像記録装置１００自体が前述の図２に示すような画像処理機能を備えている場合
で説明する。しかしながら、ホストコンピュータ２００側のプリンタドライバ２２１がこ
の機能を備えている場合には、この機能を省略した、より簡易な構成とすることができる
。図３に示す制御部１０１は、画像記録装置１００全体の動作を制御する。ヘッドドライ
バ１０２は、制御部１０１からの記録データに基づいて、記録ヘッド１１を駆動して記録
を行う。モータドライバ１０３、１０４は、それぞれ対応するキャリッジモータ１０６、
ＬＦモータ（ラインフィードモータ）１０７を回転駆動する。入力部１０８は、例えばホ
ストコンピュータ２００などの外部機器から画像データを入力して制御部１０１に供給す
る。
【００２１】
　次に、制御部１０１の構成について説明する。ＣＰＵ１１０は、例えばマイクロプロセ
ッサ等である。プログラムメモリ１１１は、ＣＰＵ１１０により実行されるプログラム等
を記憶する。ＲＡＭ１１５は、ＣＰＵ１１０の動作時に各種データを記録するワークエリ
アを有するとともに、記録データを格納するプリントバッファ１１６も有する。プリント
バッファコントローラ（ＰＢＣ）１１２は、プリントバッファ１１６からプリントすべき
記録データの取り出しを行うように制御する。補正用テーブル１１３、マスクデータ１１
４は、記録ヘッド１１の各走査時において記録すべき記録データを決定するために使用さ
れる。
【００２２】
　［画像記録装置の記録部周辺の機構］
　図４は、本実施例における画像記録装置１００の斜視図である。本実施例においては、
画像記録装置１００がインクジェット記録装置である場合を説明する。図４に示すように
、画像記録装置１００は、記録ヘッド１１、記録ヘッド１１を搭載して往復移動するキャ
リッジ１２を含む。記録ヘッド１１及びキャリッジ１２により画像記録部８０が構成され
る。記録ヘッド１１の記録媒体と対向する面には吐出面が設けられている。吐出面には複
数の吐出口列が形成され、それぞれの吐出口列からは異なるインクが吐出される。各吐出
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口列は、複数の吐出口を所定ピッチで配列して構成される。画像記録装置１００にはイン
クタンク１４が装着されており、インクタンク１４から記録ヘッド１１の各吐出口列に対
して、各色ごとのインク供給チューブ１３を介し各色インクが供給される。
【００２３】
　キャリッジ１２は、ガイド部材であるガイドシャフト１６及びガイドレール（不図示）
に沿って摺動可能に案内支持されている。ガイドシャフト及びガイドレールは、画像記録
装置１００のフレーム１５等に互いに平行になるように固定されている。用紙等のシート
状の記録媒体が画像記録部８０まで搬送されてくると、キャリッジ１２を往復移動させな
がら記録ヘッド１１から記録媒体にインクを吐出することにより、記録媒体に画像が形成
される。なお、キャリッジ１２の動きは、不図示のキャリッジモータ１０６、タイミング
ベルト及びリニアエンコーダなどにより制御される。この画像記録を行う場合には、キャ
リッジ１２の速度を一定に保つ必要があり、リニアエンコーダの信号により常に監視して
いる。キャリッジ１２の移動中に何らかの負荷によってリニアエンコーダの信号が変化す
ると、速度を一定にするためにキャリッジモータ１０６への供給電流を増減させる。
【００２４】
　［カット紙の搬送機構］
　図５は、図４に示す画像記録装置１００において、カット紙を搬送する場合の縦断面図
を示す図である。また、図６は、図４に示す画像記録装置１００でロール紙を搬送する場
合の縦断面図である。図７は、ロール紙供給用のスプールの分解斜視図である。
【００２５】
　次に、図４～図７を用いて、本実施例における画像記録装置１００の給紙搬送機構につ
いて説明する。本実施例において、画像記録装置１００の底部に装着されたカセット２か
らカット紙Ｐを給紙する給紙機構と、画像記録装置１００の後部に装着されたロール紙ス
プール３２からロール紙Ｒを給紙する給紙機構とが設けられている。
【００２６】
　まず、カット紙Ｐの給紙搬送機構について説明する。画像記録装置１００の底部には、
記録媒体であるカット紙Ｐを収納したカセット２が着脱自在に装着されている。カセット
２のシート送り出し部には、カット紙を１枚ずつ分離して送り出すための給紙ローラ５及
び分離ローラからなるローラ対が配置されている。カセット２には、複数枚のカット紙を
矢印方向に押圧可能に積載支持するための圧板３と、複数枚のカット紙の側端及び後端を
規制するための端縁規制板（不図示）が設けられている。圧板３は、カセット２に揺動可
能に取り付けられ、不図示のバネにより矢印方向に付勢されている。圧板カム等による規
制を解除することにより、圧板３上のカット紙は給紙ローラ５に圧接される。不図示のモ
ータにより給紙ローラ５が図示反時計回りに回転することにより、圧板３上のカット紙Ｐ
の最上層の１枚が送り出される。この際、２枚目以降の下位のシートは分離ローラ６の摩
擦抵抗により搬送を阻止される。
【００２７】
　分離ローラ６の内部には、所定の回転負荷トルクを発生するトルクリミッタが設けられ
ている。このため、分離ローラ６は、回転負荷トルクを超えたトルクが発生した場合に、
給紙ローラ５とともにカット紙を挟持して搬送力を発生するニップローラとして機能する
。即ち、給紙ローラ５とシートＰの間の摩擦力をＦ１、シート同士の間の摩擦力をＦｐ、
シートＰと分離ローラ６の間の摩擦力（回転負荷トルクの接線力）をＦ３とすると、これ
らの関係は「Ｆ１＞Ｆ３＞Ｆｐ」となっている。よって、最上位のシートのみがカセット
２から搬送路Ａへ送り出され、やがて搬送路中の搬送ローラ７ａとピンチローラ７ｂのニ
ップに到達する。
【００２８】
　さらに、シートＰは、搬送ローラ対７ａ、７ｂの搬送力を得て搬送され、やがて画像記
録部８０の搬送方向上流側近傍に配置された搬送ローラ９及びピンチローラ１０のニップ
に到達する。なお、搬送ローラ対９、１０の上流側には、後述するロール紙Ｒの搬送路と
の切り替えを行うためのフラップ１８と、ロール紙Ｒを給紙するための搬送ローラ対８ａ
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、８ｂが配置されている。フラップ１８及び搬送ローラ対８ａ、８ｂは、カット紙Ｐを給
紙搬送する場合には、図５に示すような退避位置にあり、カット紙の搬送路が確保される
。記録ヘッド１１と対向する位置にはプラテン１９が配置されており、カット紙Ｐは搬送
ローラ９、１０に挟持された狭時状態でプラテン１９上へ搬送される。そして、カット紙
Ｐの記録面に対する画像記録が開始される。記録されたカット紙Ｐは、搬送ローラ２０ａ
及び拍車２０ｂからなる２組のローラ対を通して排紙トレイ２２上へ排出される。
【００２９】
　［ロール紙の搬送機構］
　次に、図４～図７を用いてロール紙スプール３２にセットされたロール紙Ｒの給紙搬送
について説明する。図７において、ロール紙スプール３２は、ロール紙Ｒの巻き中心にあ
る紙管Ｓに挿通されている。ロール紙スプール３２の一端には、ロール紙ホルダ３０が固
定され、ロール紙ホルダ３０の内側にはロック部３０ａが設けられている。挿通されたロ
ール紙スプール３２は、ロック部３０ａを紙管Ｓの内面にバネ力によって食い込ませるこ
とにより固定保持される。次いで、ロール紙スプール３２の他端部にロール紙ホルダ３１
に固定することにより、ロール紙Ｒはロール紙スプール３２に対し巻き出し可能にセット
される。つまり、ロール紙スプール３２を装置本体１００に回転自在に装着することによ
り、ロール紙Ｒがロール紙スプール３２から巻き出し可能にセットされる。
【００３０】
　なお、ロール紙Ｒの搬送動作においては、ロール紙自身による慣性力を考慮する必要が
ある。このため、ロール紙スプール３２にトルクリミッタ３３（図７）を設け、ロール紙
Ｒの回転（巻き出し及び巻き取り）に一定の負荷トルクを与えている。かかる構成によれ
ば、搬送ローラ９の回転によってロール紙Ｒが自転（回転）を始めた後、搬送ローラ９が
停止した際、トルクリミッタ３３による負荷トルクが作用しているため、慣性力による自
転を早急に収束させることができる。すなわち、搬送中のロール紙Ｒに慣性力による弛み
が生じないように配慮されている。
【００３１】
　装置内にセットされたロール紙Ｒは搬送路Ｂを通して送り出される。送り出されたロー
ル紙は、フラップ１８を押し下げるとともに、ニップ解除された搬送ローラ８ａ、８ｂの
間を通過して、搬送ローラ９の手前に配置された用紙検出構成（不図示）まで送り出され
る。本実施例では、搬送ローラ８ａは振り子アーム式のフラップ８に軸支されている。こ
こまでのロール紙の送り出しは、ユーザの操作で行っても良い。用紙検出構成によってロ
ール紙Ｒが検出されると、フラップ８が回動し、搬送ローラ８ａがピンチローラ８ｂに圧
接されることでロール紙Ｒをニップ（挟持）する。そして、搬送ローラ８ａを回転駆動す
ることで、ロール紙を搬送ローラ９へ自動的に繰り出していく。図６は、このときの搬送
機構の状態を示す。
【００３２】
　次いで、ロール紙Ｒは搬送ローラ９、１０に挟持された状態でプラテン１９上へ搬送さ
れ、ロール紙Ｒに対すて画像記録が開始される。記録されたロール紙Ｒは、搬送ローラ２
０ａ及び拍車２０ｂからなる２組のローラ対を通して搬送され、その後端をカッター２１
で裁断されることで排紙トレイ２２上に排出される。
【００３３】
　また、搬送路Ｂはロール紙Ｒだけでなく、カット紙を搬送することも可能である。上述
のロール紙Ｒの搬送と同様に、装置内セットされたカット紙は搬送路Ｂを通して送り出さ
れる。以降、ロール紙Ｒの搬送と同様にしてプラテン１９上へ搬送される。そして、プラ
テン１９上に搬送された後は、図５におけるカット紙Ｐの搬送と同様に画像記録と排出が
される。搬送路Ａを通して送り出すのに比べて緩やかな形状で構成されているので、比較
的厚手のカット紙を搬送することが可能である。また、カセット２に収まらないような長
尺のカット紙を搬送することも可能である。
【００３４】
　［記録ヘッドを用いた記録動作］
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　次に、図４～図６を用いて、画像記録部８０における記録動作について説明する。本実
施形態に係る画像記録装置はインクジェット記録装置であり、画像情報に基づいて記録ヘ
ッド１１から記録媒体へインクを吐出して画像を記録する。記録ヘッド１１とキャリッジ
１２に搭載されている。装置本体のフレーム１５には、キャリッジ１２の移動を案内する
ガイド部材１６が設置されている。つまり、記録ヘッド１１を搭載したキャリッジ１２は
、ガイド部材１６に沿って主走査のために往復移動可能に案内支持されている。図示のガ
イド部材１６はシャフトで形成されており、キャリッジ１２は軸受を介してガイド部材１
６に摺動可能に支持されている。記録ヘッド１１には、複数の吐出口の配列からなる吐出
口列が形成された吐出面が設けられている。カラー画像を記録する場合は、インクの種類
の数に応じて複数の吐出口列が使用される。
【００３５】
　プラテン１９上へ搬送された記録媒体（カット紙Ｐまたはロール紙Ｒ）に対し、記録ヘ
ッド１１による画像記録動作が開始される。キャリッジ１２の移動に同期した記録ヘッド
１１による１ライン分（１走査分）の記録が終了すると、一旦記録動作を中断し、プラテ
ン１９上に位置する記録媒体を搬送ローラ９により所定量だけ搬送する。そして、再び記
録ヘッド１１をガイド部材１６に沿って移動させながら次の１ライン分の画像を記録する
。このような１ライン分の記録と記録媒体の搬送を繰り返し実行することで、記録媒体全
体の画像記録が行われる。
【００３６】
　図４において、キャリッジ１２の移動範囲であって記録領域を外れた位置（通常、ホー
ムポジション）には、記録ヘッド１１のインク吐出性能を維持回復するための回復ユニッ
ト２３が配設されている。記録動作の待機中、記録の前後、もしくは１ライン分の記録の
合間に、記録ヘッド１１を回復ユニット２３と対向する位置へ移動させ、所望の回復動作
が行われる。回復動作としては、記録ヘッド１１の吐出口をキャップで密閉するキャッピ
ング、吐出口からインクを吸引する吸引回復、記録ヘッドの吐出面をクリーニングするワ
イピングなどがある。これらの回復動作により、吐出口の目詰まり等を防止し、記録画像
の画質を維持することができる。
【００３７】
　プラテン１９上で順次記録ヘッド１１による画像記録が行われた後、カット紙Ｐの場合
は搬送ローラ２０ａ及び拍車２０ｂで搬送され、排紙トレイ２２上へ排出される。一方、
ロール紙Ｒの場合は、画像記録が終了した後、搬送ローラ対９、１９によってさらに搬送
方向下流へ搬送し、搬送ローラ２０ａと拍車２０ｂでニップした狭持状態でカッター２１
により裁断し、排紙トレイ２２上へ排出させる。なお、ロール紙の場合は、裁断及び排出
を終了した後、搬送ローラ対９、１０及びロール紙スプール３２を逆回転させて巻き取り
動作を行い、ロール紙の先端を所定の位置まで後退させることにより次の画像記録に備え
る。
【００３８】
　［ロール紙の搬送動作］
　図８は、図６における画像記録装置１００の搬送路上（搬送路Ｂ）を記録媒体（ロール
紙Ｒ）が搬送される様子を模式的に示した図である。図８を参照すると、画像記録装置１
００がロール紙Ｒを搬送している様子を示している。このとき、事前に画像記録装置１０
０の操作部（不図示）を介してユーザよりロール紙記録モードが選択されている。ロール
紙の取り付けについてはユーザは、ロール紙Ｒの紙管Ｓにスプール３２を通した状態で、
ロールカバー３４を開けて、ロールカバー３４内のスプール軸受け部にスプール３２の両
端部を積載し、ロール紙Ｒの用紙先端を巻き解いて給紙口３７に挿入する。次に、ユーザ
は、不図示の画像記録部８０上流側に配置された搬送ローラ９（この位置の搬送ローラを
特にＬＦローラという）とピンチローラ１０とからなるＬＦローラ対９、１０（第１のロ
ーラ対）に突き当たるまで送り込む。用紙先端が搬送路Ｂの途中に配置された用紙検出構
成のＰＥセンサ３８の位置を通過すると、ＰＥセンサ３８により紙有りが検出されて、ロ
ール紙Ｒの給紙動作が開始される。給紙動作が開始されると、不図示のＬＦモータ１０７
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の駆動によって、ＬＦローラ９が回転してロール紙ＲをＬＦローラ対９、１０に挿入し、
下流の画像記録部８０にロール紙Ｒを搬送する。
【００３９】
　ロール紙ＲがＬＦローラ９により下流に搬送されると、搬送量に応じた分だけロールか
ら巻き解かれていくので、ロールが矢印の方向に回転する。このとき、ロール紙Ｒの紙管
Ｓに通されて、ロール紙Ｒを円周方向に回転自在に支持しているスプール３２も一体とな
って回転する。スプール３２の回転は、不図示のギア列を介してロータリエンコーダ３６
のコードホイールに伝達されるように構成されているので、このコードホイールの回転に
よって発生する状態変化をロータリエンコーダ３６が電気信号を２つの位相パルスとして
出力する。即ち、ロータリエンコーダ３６が出力する２つの位相パルスを監視し、位相差
を検出することで正転、逆転が判断され、ロールの回転状況（巻き解かれる方向に回転し
ていること）が検出される。
【００４０】
　図９は、ロール紙終端部が巻き芯に固定されているイメージを示す図である。ロール紙
Ｒの裏面に両面テープ５１が数箇所付着し、この両面テープ５１が巻き芯５０の表面に付
着する形で固定されている。図１０は、画像記録装置内部で保持するテーブル、即ち画像
記録装置１００がサポートするロール紙種類に対応付けられた、ロール紙終端部の巻き芯
固定有無情報を示す。このテーブルは、ロール紙の搬送中に、ロール紙センサ４０により
ロール紙の終端が検出された際に、搬送中のロール紙種類から、ロール紙終端部が固定さ
れている種類のものか否かを判定するために用いられる。
【００４１】
　次に、図１１のフローチャートを参照しながら、本実施例における記録処理におけるロ
ール紙終端部の用紙搬送処理を詳細に説明する。図１１に示す各処理は、例えば、画像記
録装置１００のＣＰＵ１１０によって実行される。記録処理中、ロール紙の搬送処理は、
給紙口３７から挿入されたロール紙ＲをＬＦローラ対９、１０にニップされるようにＬＦ
ローラ９を所定量回転することで、搬送路Ｂを通して送り込み、画像記録部８０のあるプ
ラテン１９上まで搬送し、画像記録動作を行う。その搬送動作中に、ロール紙センサ４０
によって、ロール紙終端部を検出すると（Ｓ１０１）、搬送中のロール紙種類に応じたロ
ール紙固定有無情報をテーブルから取得し（Ｓ１０２）、ロール紙終端部が固定されてい
るか否かを判定する（Ｓ１０３）。
【００４２】
　ここで、ロール紙終端部が固定されていないと判定された場合には、引き続きロール紙
ＲをＬＦローラ対９、１０にニップされるようにＬＦローラ９を用いて搬送を行い（Ｓ１
１０）、ＰＥセンサ３８でロール紙終端が検出されるまで記録を行う。ロール紙終端が検
出されると記録処理を終了し（Ｓ１１１）、ＬＦローラ９を用いて所定量搬送することで
ロール紙Ｒを排出する（Ｓ１１２）。
【００４３】
　一方、Ｓ１０３におけるロール紙終端部の固定判定で、固定されているロール紙種類で
あると判定された場合を説明する。その場合に、固定されているにも係わらずロール紙Ｒ
の終端が検出されたことから、巻き芯から外れてしまいロール紙Ｒの裏面に両面テープが
付着していることが考えられる。従って、ＬＦローラ１０をモータ（不図示）を用いて上
昇させニップ状態を開放し（即ち、離間状態とする）、ロール紙Ｒ裏面と接触するＬＦロ
ーラ９による搬送を停止する（Ｓ１０４）。それと同時に、拍車２０ｂを降下させて（Ｓ
１０５）、対となる２０ａとの２本のローラ（第２のローラ対）を狭持状態としてロール
紙Ｒの搬送を開始する（Ｓ１０６）。その後、記録処理を行う途中、ＰＥセンサ３８でロ
ール紙Ｒ終端が検出（終端検出の一例）されたか否かを判定する。ここで、終端が検出さ
れた場合には、拍車２０ａ、２０ｂを用いて所定量搬送し、ロール紙上に記録処理を行っ
て本記録処理を終了する（Ｓ１０７、記録制御の一例）。本実施例においては、例えば、
終端を検出した場合に、記録ヘッドからＰＥセンサ３８までの予め定められた距離とロー
ル紙の搬送速度とに基づいて、拍車２０ａ、２０ｂの駆動を制御して、記録ヘッドにより
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れているロール紙Ｒをユーザ操作により除去させ（Ｓ１０８）、一連の搬送処理を終了す
る。なお、図１１に示すＳ１０２において、ロール紙固定有無情報をテーブルから取得で
きない場合には、固定されているとして処理する。
【００４４】
　［実施例２］
　実施例１においては、ロール紙の終端部限界まで印刷を行って、ロール紙の余白部分が
残らないように記録を行う。しかしながら、ロール紙センサ４０でロール紙の終端部を検
出した時点で拍車２０ａ、２０ｂを用いて搬送を行うので、拍車２０ａ、２０ｂが、画像
が形成されたロール紙Ｒの箇所に接触してしまう。これは、画像記録面への影響として一
般的に好ましくないので、本実施例においては、ホストコンピュータ２００から指定され
た印刷品位を考慮しつつ、実施例１において説明した処理を行う。
【００４５】
　図１２は、本実施例における記録媒体の搬送制御処理の手順を示すフローチャートであ
る。図１２に示す各処理は、例えば、画像記録装置１００のＣＰＵ１１０によって実行さ
れる。給紙口３７から挿入されたロール紙ＲをＬＦローラ対９、１０にニップされるよう
に搬送路Ｂを通して送り込み、ＬＦローラ９を所定量回転することでロール紙Ｒを画像記
録部８０のあるプラテン１９まで搬送し、画像記録を行う。搬送動作中に、ロール紙セン
サ４０によってロール紙の終端部を検出すると（Ｓ１０１）、搬送中のロール紙種類に応
じたロール紙固定有無情報をテーブルから取得し（Ｓ１０２）、ロール紙の終端部が固定
されているか否かを判定する（Ｓ１０３）。
【００４６】
　ここで、ロール紙の終端部が固定されていないと判定された場合に、引き続きロール紙
ＲをＬＦローラ対９、１０にニップした狭持状態でＬＦローラ９により搬送する。その後
、ＰＥセンサ３８がロール紙Ｒの終端を検出すると、記録処理を終了し（Ｓ１１１）、Ｌ
Ｆローラ９を用いて所定量搬送してロール紙Ｒを排出し（Ｓ１１２） 、一連の搬送処理
を終了する。一方、Ｓ１０３において、終端部が固定されているロール紙種類であると判
定された場合には、本実施例においては、ホストコンピュータ２００からの記録モードに
おける印刷品位の指定を判定する（Ｓ１１３、モード判定の一例）。印刷品位の指定は、
例えば、ユーザがホストコンピュータ２００を介して指定する。ここで、印刷品位として
高品位モードが指定されていると判定された場合には本記録処理を中止し、ＬＦローラ９
、１０で抑えられているロール紙Ｒをユーザ操作により除去させ（Ｓ１０８）、一連の記
録処理と搬送処理を終了する。
【００４７】
　一方、Ｓ１１３において、印刷品位として高品位モードが指定されていないと判定され
た場合には、ＬＦローラ１０をモータ（不図示）を用いて上昇させてニップ状態を開放し
、ロール紙Ｒ裏面と接触するＬＦローラ９による搬送を停止する（Ｓ１０４）。それと同
時に、拍車２０ｂを降下させて（Ｓ１０５）、対となる２０ａとの２本のローラを用いた
ロール紙Ｒによりロール紙Ｒの搬送を開始する（Ｓ１０６）。その後、記録処理の途中、
ＰＥセンサ３８がロール紙Ｒ終端を検出すると、拍車２０ａ、２０ｂを用いて所定量搬送
して記録処理を行う（Ｓ１０７）。その後、拍車２０ａ、２０ｂで抑えられているロール
紙Ｒをユーザ操作により除去させ（Ｓ１０８）、一連の搬送処理を終了する。
（その他の実施例）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。



(12) JP 2012-131038 A 2012.7.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 2012-131038 A 2012.7.12

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】



(14) JP 2012-131038 A 2012.7.12

【図１２】



(15) JP 2012-131038 A 2012.7.12

フロントページの続き

(72)発明者  松下　光輔
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内
Ｆターム(参考) 2C058 AB16  AB19  AC07  AE04  AF06  AF20  AF23  GB26  GB32  GB48 
　　　　 　　        GB53 
　　　　 　　  2C060 BA04  BC03  BC12  BC15  BC32  BC38  BC95 
　　　　 　　  2C061 AP01  AQ05  HJ02  HJ06  HK05  HM01  HN05  HN15  HN20  LL06 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

